
 

 

 

 

  生徒会新聞 
「あこがれ」の存在から「なりたい自分」へ！ 

 「あこがれ」には、人を明るい方へと導く不思議な

力があると感じます。「あんな人になりたい」とか「あ

んなふうになってみたい」などと想ったことを思い出

します。その人の言動を観察したり、まねてみたりし

たこともありました。幸いにもそういう存在が身近に

いたことは、ありがたいことだと改めて思います。逆

もあります。「あんな人にはなりたくない」、「あんなふ

うにはなりたくない」と、いわゆる反面教師です。こ

れはこれで、その逆をするという指針が持てます。人

はそれまで接してきた人たちを通して、自分の生き方

や指針をつかんでいくことが意外に多いと思います。 

 さて、中学生にとって、最も身近な「あこがれ」の

対象は、誰でしょうか。それは、「先輩」ではないでし 

ょうか。部活動や生徒会活動などでの先輩の活躍する

姿に「あこがれ」を抱くことがよくあります。また、

目立たないけれど、役割をきちんと果たしている先輩、

見えないところでみんなのためにがんばっている先輩、

そんな先輩に「あこがれ」を持つ場合もあります。３ 

年生は、久世中での学校生活も残すところわずかにな

りましたが、「あこがれ」の先輩としての姿を見せ続け

て、義務教育の出口を迎えてほしいと願っています。 

 ２月７日に、入学説明会がありました。「夢・あこが

れ」について少し触れました。２年生・１年生は、間

もなく９７名の新入生を迎えます。「あこがれ」の先輩

としての姿を、それぞれの得意分野で示してほしいと

期待しています。「あこがれ」は、「なりたい自分」で

もあります。一気にというわけにはいきません。時間

をかけ、ゆっくりとじっくりと「自分づくり」（アイデ

ンティティーの確立）の階段を一段一段昇っていくこ

とが大事です。折々に、身近な人生の先輩たちに相談

しながら・・・。 

 一つの大きな節目を迎え、人生初の試練を現在進行

形で体験している３年生たち。ここまで、高専・私立

１期・県立特別入試等が終了し、進路決定（内定）を

した生徒も徐々に増えてきました。そんな中、最後の

一人が進路決定するまで、この受験ムードを維持して

いこう、壊すまいという意志ある生活の様子が所々に

垣間見えて、とても嬉しく思っています。正に、「受験 

 

 

 

 

 

は団体戦だ！」ということです。この後、私立２期・

県立一般入試・通信制等々と続いていきますが、体調

管理を万全にし、それぞれの目指す道に踏み出せるよ

う、「なりたい自分」への階段をしっかりと昇り続けて

ほしいと願っています。 

【ＳＮＳ「デジタルシティズンシップ」】 

情報収集・発信、学習、仕事上など、もはや必要不

可欠なツールとなっているＳＮＳですが、便利さと表

裏一体で大きなリスクも存在しま

す。そのようなリスクも十分に知

った上で、いかにうまく賢く活用

するかの「デジタルシティズンシ

ップ」が求められています。 

■「ネット利用について、まず知っておくリスクは？」 

❶誰に見られているかわからない 

❷情報や発信内容の真偽が不明で確認や判断が必要 

❸公開されたら削除、回収できず広がり続ける危険性 

❹悪意のある人に利用される恐れがある 

❺書き込んだ人を特定することができる 

❻公開の場であり未成年でも厳しく責任を追及される 

■「ネットいじめを未然防止するには？」 

①文字は思いや気持ちが伝わりにくく、受けとった人 

によってその意味が左右されることを理解しておく 

フェイストゥーフェイスで会って話すことも大切 

②ネット上のやり取りは、気持ちが大きくなりやすい、

感情的になりやすい傾向があることを理解しておく 

相手の立場になって気持ちを想像してみることも大切 

③普段から人権を尊重する言葉遣いや態度を心がける 

④困ったときは、保護者・学校・公的窓口に相談する 

■「トラブルに関連する法律は？」 

○著作権  ○肖像権  ○名誉毀損罪  ○侮辱罪 

○威力業務妨害罪  ○個人情報保護法  等  々

※「トラブルなんて、自分には絶対に起きない」など

という根拠のない考え方（正常性バイアス）は、まず

捨てることから始めましょう。ベルマークは集めれば、

「宝」、捨てれば、「ごみ」と言われますが、ＳＮＳも 

うまく利用すれば、「宝」、間違えれば、「毒」とも言え

ます。何のために利用するのか、「目的」を見失うこと

なく、「賢い利用者」でありたいと思います。 
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【「感謝状」をいただきました！】 

 

１月３０日、法務省及び全国人権擁護委員連合会よ

り、本校の「全国中学生人権作文コンクール」への長

年の取組と人権意識高揚の取組に対して、「感謝状」を

贈呈していただきました。これまでの先輩たちの実績

と取組を引き継ぎながら、「人権を大切にすること」が、

久世中の「空気」となるよう、気持ちを新たに取り組

んで参りたいと考えています。 

【「Maniwa Job Fair」】 

 
２月３日から１週間、真庭市高齢者支援課の事業と

して「Maniwa Job Fair」の校内展示がありました。市

内の医療、福祉、介護、保健に関する仕事及び携わる

方々の紹介をしたパネルが玄関に展示されました。本

校をスタートに、市内各中学校に順に展示されます。

真庭市を支える様々な職業の担い手になってもらいた

いという願いが強く込められていました。 

【「笑顔にまさる化粧なし！」】 

 人間関係づくりの一丁目一番地は、「あいさつ」です

が、玄関に立っていると、笑顔であいさつを返してく

れる生徒がいます。寒い朝が続きますが、心が一瞬で

温まり、とてもまぶしく映ります。「ありがとう！」 

□■ ３月行事予定 ■□ 

1 土

2 日

3 月 専代会 ○ × 17:00

4 火 ○ ○ 17:00

5 水 　　　　　　　　　　　　　　　　職員会議 ○ × 15:05

6 木 ○ ○ 16:00

7 金 ○ ○ ○ 16:00

8 土

9 日

10 月 ○ ○ 16:00

11 火 県立一般学力検査
○

3年×
× 14:05

12 水 県立一般面接 ○
○

3年×
× 14:05

13 木 送別の会 ○ × 14:05

14 金
第２１回卒業証書授与式
１･２年家庭学習日

× × 12:30

15 土

16 日

17 月 　　　　　　　　　　　　　　　　校内研修 ○ ○ 15:00

18 火 ○ ○ 15:00

19 水 県立高校合格発表 ○ × 14:05

20 木 春分の日

21 金 ○ ○ ○ 15:00

22 土

23 日

24 月 大掃除 ○ ○ 15:00

25 火 修了式　　退任式 × × 11:40

26 水 学年末休業日　～３／３１ ×

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月 (学年始め休業日　４／１～４／６)

下校日 曜 給食学校行事等 ＰＴＡ関係 ＳＣ 部活

 

 


